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●創業ステージに合わせた入居ス 

 ペースが利用できます 

●一般社団法人ＪＢＩＡ（日本ビジ 

 ネス・インキュベーション協会） 

 認定インキュベーションマネー 

 ジャーによる経営等の相談が受け 

 られます 

●ワンストップで専門家相談や市民 

 活動の相談ができます 

●創業支援スタッフによる来客取次、   

 郵便物受取ができます 

創業支援ルームのコンセプト 

≪ふれあいキューブ創業支援ルーム≫ 

  電話：050-3353-5334 

     (平日9：00～17：30） 

   ホームページ：    

http://www.kasukabehall.jp/ 

sogyoshien01.html 

   メール：incu@kasukabehall.jp 

 

        入居者のご紹介  A-2  株式会社Avision  
title 1  

 先月11月29日（日）に大宮ソニッ

クシティビルで開催された『シニア

起業事例発表会』に、創業支援ルー

ムの卒業企業の（株）ハウスドック、

山本貴恵さん（代表取締役）が登壇

されました。 

 山本さんは3名のシニア起業家によ

る事例発表で唯一の女性起業家とし

て登壇し、地域に愛されるリフォー

ム会社を 

目指して起業し 

た経緯や創業支 

援ルームでの起 

業体験を語って 

くれました。 

《名称の由来》 

AI + Vision Inspectionをコア技術としている事からAvisionという造語で命名、

という表向きな理由と、私が20代の頃パイロットの訓練をしており、「Aviation

（飛行、航空）」という単語に似ている、という裏の理由も御座います。 

 

《入居のきっかけ》  

コロナウィルスが蔓延する少し前に設立した為、直ぐにリモートワークとなって

しまいましたが、少しずつ業務が増えてきたことで、実験などを従業員の自宅で

行う事も困難となり事務所を探していました。当施設は、従業員の自宅からのア

クセス、親会社工場と本社との位置関係、施設の管理状況、賃料のバランスが最

も取れていた為応募することにしました。また、創業間もない会社ですので、イ

ンキュベーションマネジャーに相談出来ることも入居を決めた理由の一つです。 

 

《事業内容》 

中小製造業を対象に、AI + Vision Inspectionをコア技術として本当に価値のあ

る設備やシステムを提案する事業です。AI、画像処理に限らず、IoT、ロボット、

RPA、生産管理システム等、今後の製造業の現場で求められるこれらの技術は、

過去弊社親会社が実際にこれまで導入してきた技術であり、今後日本の製造業で

必須になる技術です。これらの技術を駆使しようとすると通常複数社が参加する

事で高額になりますが、弊社はワンストップでこのご提案が可能であり、必要な

技術を安価に導入することが出来ます。 

 本誌では創業支援ルームの入居者のご紹介をしております。 

今回はA- 2 株式会社Avisionの大川知樹さんです。 

 
 
 
 
 
 
                
 
 
 
 
 
 
 

１ ２ 

㈱Avision大川知樹さん（写真中央）     
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 東部地域振興ふれあい拠点施設 創業支援ルーム 

編集                    宮本  直樹  

         池脇  裕介 

         市川  潤 

取材・編集補助  田中 晴恵 

デザイン・構成  石川  智子 

≪入居対象≫ 

 埼玉県地域経済の活性化に資すると認め

られ、次のいずれかに該当する方（個人・

法人は問いません） 

・これから創業しようとする方、または創

業後５年未満の方 

・新たな事業分野へ進出しようとする中小

企業者 

詳しいことは、お問い合わせください。 

A 個室型 

さまざまな思いが交錯してもうすぐ１年が

終わります。密になれないからこそ知人や

友人、コロナに負けずに頑張っている誰か

に思いを馳せませんか？今年もお読みいた

だきありがとうございました。(市川） 

 インキュベート室の入居申請を随時受け

付けいたします。空き室の状況や募集要項

はホームページにございますので、詳細は

そちらをご確認ください。 

 入居を希望される方はお気軽に事務室ま

でご相談ください。 

Bブース型 

  

Cブース型 

  

入居者を随時募集しています 

編集後記 

       ￥   創業支援ルーム入居者募集 title 2  

Vol.109 

       創業相談を受け付けています 3  title 

 創業支援ルームでは、随時入居者を募集しています。現在は当施設で唯一完全個

室となっているＡ個室と、創業したての方に最適なＣブースに空きがございます。

創業支援ルームでは大小さまざまなオフィススペースをご用意してあり、ご利用に

なられる起業家の方の業種やオフィスに求める機能、使い方等によってそれぞれお

すすめしています。 

 使い勝手の良い長方形で約25㎡の広さがあるA個室は、当施設でもっとも人気の

あるオフィススペースです。複数人の仲間と一緒に起業する方や、事業が少し軌道

に乗り始めたスタートアップ企業におすすめしています。部屋の中に商談スペース

を設けたり、レイアウトも自由に設計できるので、“自分（たち）らしい”オフィス

を構えることができるのが最大の魅力です。 

 一方で、大部屋に８つブースを備えたＣブースは、当施設を「小さく借りて、大

きく使う」ことができる一番のポイントです。他の起業家との距離も近いため、お

互いに情報交換や切磋琢磨する環境がほしい方はＣブースをご検討ください。 

 事業の相談役となるインキュベーションマネージャーとともに県内で創業をお考

えのスタートアップ企業の皆様のご応募をお待ちしています。ご応募をお考えの際

は、右欄に記載の「入居対象」をご確認の上、事務室までお問い合わせください。 

●今現在の空き状況  ：Ａ個室（１）、Ｃブース（２） 

●入居選考      ：①「事業計画書※」による書類選考 ※指定の書式あり 

            ②面接（プレゼンテーション及び質疑応答）審査 

●応募先・問い合わせ ：東部地域振興ふれあい拠点施設 創業支援ルーム 

           （電話）050-3353-5334（メール）incu@kasukabehall.jp 

 創業支援ルームでは、主にこれから創業を考えている方を

対象に、創業の相談を無料で受け付けています。アイデアは

あるが考えがまとまらない、何から始めたらよいか分からな

いなど、創業に関する悩みを気軽に相談することが可能です。

電話で事前にご予約の上、ご来場ください。 

●予約可能日     ：平日（11:00～17:00）年末年始を除く 

●事前予約制     ：専任のインキュベーションマネージャーが対応します 

●ご予約・問い合わせ ：東部地域振興ふれあい拠点施設 創業支援ルーム 

           （電話）050-3353-5334（メール）incu@kasukabehall.jp 


